A Study on supporting industries in Asia by Toshiyuki Baba by 馬場 敏幸 et al.
座談会 馬場敏幸著『アジアの裾野産業』をめぐっ
て





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 朴 　 今，先生がおっしゃったように，90年代後半の経済危機から今ま
での世代，そしてこれからの世代は，どのように違うのかが非常に興味深
いものだと思います。ですから，この次に出る本で，韓国モデルがどのよ
うに変わってきたかを検討していただければとおもいました。とくに，私
は「人材育成」という側面に，非常に興味を持っています。　
　絵所　ところで，馬場さん，僕はちょっと馬場さんの結論が気にくわな
い（笑）。日本の最後よりどころが「奉納的製造精神」であると言われます
とね。今では，日本の大学入学率は50%を超えてしまいました。もはや，
奉納的製造精神なんて，見つけられないのではないですか。あるいは，奉
納的製造精神ってどの国にでも程度見つかるのではありませんか。
　馬場　そこは微妙なニュアンスです。利益と品質の二律背反といいまし
ょうか。コスト意識が強いのか，それともさらに良い品質を作ろうとする
方向に熱意が向かうのかというニュアンスになります。日本の従来的な金
型企業経営者を見ていて，この思いが芽生えました。もちろん日本でもコ
スト意識はかなり強いです。けれども熱意の方向として，「より儲けよう」
という方向よりも，「より良い金型をつくろう」という方向に向かうことが
多い印象です。例えば韓国調査で，儲けた自動車部品企業は，さらに高品
質の部品を作ろうとするより，より利益の出るビジネスをはじめようとす
るケースも散見しました。「よ
り利益率の高い建築分野の仕
事を始めよう」とおっしゃっ
ていました。ある分野で求道
的に道を究めようとする意識
よりも，ビジネスで金儲けを
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しようとする意識のほうが強い気がします。もちろん，ビジネスマンとし
てはそちらが正解なのでしょう。その熱意の方向性の違いは，マインドの
違いなのか，何の違いなのかわかりません。ただ，コスト優先なのか，品
質優先なのかというところで，「何かが違う」という意識が私はあります。
　絵所　あまり賛成しないな。品質とコストは相反するものではなく，ポ
ジティブに関係しているかもしれないし。
　馬場　特にアジアの民族系企業を訪問していると品質向上に対する意識
が弱い気がします。経営者は意識が高くても現場の労働者は低いとか。先
ほど教育や技術移転で一旦教え込んだ技術が風化するという話もありまし
たが，「見た目が変わらなければいいじゃないか」と，いかに品質検査をす
り抜けようとするという方向に熱意が向いていたりします。ひどい例にな
ると，品質検査の機械そのものをいじってしまおうみたいな話もあって，
熱意の方向が違う気がします。
　それが日本人の特質なのか，それとも世代を超えて「ものづくり」が根
付いていく過程で市場との関係の中で学習されていくものなのか，まだ確
信が持てません。
　なぜここで奉納的製造精神という言葉を使ったかというと，例えば，中
国でも，象牙を皇帝に献上する場合など，手を抜かずに隅から隅までやる
というマインドはあったわけです。それは生活が保証されているとか，一
族の誇りとか，いろいろな要因はあります。それでも現実に，何代を超え
て手を抜かないすばらしい品質の製品を作ろうという熱意はあったので
す。現地調査を進めるほど，品質に対する意識の差とそれに基づく，もの
づくり姿勢の差が結果として品質の大違いにつながる，そんな気が強くな
っていったのです。ですから私はこの概念を提唱したのですけれども。叙
情的と言われれば否定しません。
　絵所　叙情的というか。せっかくここまでやって，最後に結論がこうな
って，がくっとしちゃったというのが正直なところなんだけど。
　佐藤　意識に原因を求めるのって，少し私にも違和感があって，逆に意
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識は様々な条件や制度の産物
のような気がするんですけれ
ど。
　 朴 　私には，先生の奉納
的精神という言葉がすごく伝
わってきました（笑）。
　絵所　いろいろな読者がいるということだ（笑）。
　 朴 　本当にそう思いました。「奉納的な精神」かなと。
　絵所　なるほど。じゃあ，馬場さん最後に一言。今後の決意表明を。
　馬場　決意表明として，技術変遷による技術移転への影響についてもう
少し踏み込みたいと考えています。そのへんのやり残し感があります。例
えば金型の例では，1970年代ごろからNC工作機械が金型製作に用いられる
ようになって，1980～90年代ごろからCAD/CAMも用いられるようになっ
た。こうした技術の変化が，技術移転にどのような影響を与えたのか定量
的に結果を出したいと思ってきました。今もその課題に取り組んでいます。
　また，技術の起源と形成過程にも興味を持っています。例えば近代工業
としての金型技術は欧米で生まれたわけです。その起源は何か，どのよう
に発展して，それが日本にどう伝わって，さらに日本でどのように変遷し
たのかということです。技術は，それまでの技術の積み重ねが伝承され，
伝承された技術にまた新たに積み重ねられるという過程を経て発展しま
す。それを一つずつ逆方向にたどってみたいと考えています。
　欧米で金型企業を訪問していつも思うのですが，金型がすごくきれいな
のです。きれいに磨かれているし，エッジはちゃんと面取りされているし。
また，工作機械を作るときに，土台に石を使ってみたり，長い時間をかけ
て熟成させたりすることもあります。日本以上に手間をかけているケース
も良く見ます。日本人だけが丁寧というステレオタイプはどうも違うなと
いう気が強くなっているので……。
　萩原　ドイツ人は清潔ですよ。日本とドイツだ，清潔なのは（笑）。
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　馬場　そこら辺も含めてもう少し技術のほうに踏み込んでみたいと考え
ています。技術変遷が技術移転にどのような影響を与え，国を超えてどの
ように技術が伝わり，さらにどのような技術変遷を経るのか，まとめて本
にできればと考えています。その次の段階としてはまた別のアイデアもあ
ります。ですが，とりあえず今は技術のほうで少しまとめてみたい思いが
あります。
　絵所　ますますのご研究のご発展をお祈りしまして，まだお若いですか
ら。これからですよね。
　 朴 　技術移転の研究をする時は，ぜひ地図化をして，技術と地理的方
向との関係を，マクロレベルからミクロレベルまで，検討してはいかかで
しょうか？
　絵所　地図を付けてでしょう（笑）。
　朴　技術によっては地理的方向性が違うものもあるだろうし，それを研
究していただければ，分野が違う地理学者の立場から見れば非常に面白い
のではないかと思います。
　絵所　どうもありがとうございました。
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